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1．職場改善のためのツール 
 
1-1）メンタルヘルス改善意識調査票（MIRROR） 
（Mental health Improvement and Reinforcement 
Research of Recognition） 

職場における望ましい状態を示す 45 項目から 

構成され，各項目を改善目標とした場合の改善の 

必要性について，4 件法により回答を求める。 

 

MIRROR により，各職場において，改善が必要と

される問題点を確認し，職場改善のための取り組み

を促す（次ページ参照：“2．職場改善のプロセス：

Step 3. 調査実施”）。 
 

1-2）メンタルヘルス改善のための手引き（MIRAGe） 
（ Mental health Improvement & Reinforcement 
Action Guidance） 
 MIRROR の調査結果は，各職場単位で処理され，

管理監督者（あるいは，職場改善の推進担当者）に

“MIRAGe”として，紙面によりフィードバックされる。 
 MIRAGe は，各職場での改善目標の設定や具体

的な取り組み内容の検討を支援するためのツール

の 1 つとして MIRROR の調査結果に基づき，作成 

され，各職場の担当者宛に送付される（次ページ 

参照：“2．職場改善のプロセス：Step4.職場討議”）。 
 なお，MIRAGe は，個人の回答が特定されることを

回避するため，原則として 10 名以上（最低でも 5 名

以上）で構成される職場にのみ送付される。 
 
MIRAGe によるフィードバックの内容 （Fig.1） 
 MIRAGe による，MIRROR の調査結果のフィード

バックでは，各部署に関する 3 種類の情報が提供 

される。 
 

Fig.1：MIRAGe による結果フィードバック（イメージ） 
 

 ランキング・フィードバック 

 

MIRROR の 45 項目中，実現率の高い上位 10 項目

を表示（実現率 80%以上の項目は 緑色 で表記）。 
各職場で既に実現済みの改善要望をピックアップ。 
実現率は，各職場の良好な現状を強調し，職場改善

への動機づけを高めるとともに，各改善要望がどの

程度，実現したか（取り組みの進捗状況）を判断する

ための指標として，効果評価にも使用する。 
※実現率：各職場で「1．実現しており改善は不要」と 

回答した者の割合 

 

MIRROR の 45 項目中，要望率の高い上位 10 項目

を表示（要望率 80%以上の項目は 赤色 で表記）。 
各職場で改善が望まれている項目をピックアップ。 
職場の問題点を職場のメンバーの改善要望から  

整理し，具体的な取り組み内容を検討する。 
職場改善の目標設定において，優先順位を決定  

するために参照する。 
※要望率：各職場で「2．出来れば改善が必要」と 

「3．ぜひ改善が必要」と回答した者の割合 

実現率ランキング （Top10：上段） 

改善要望ランキング （Top10：下段） 

【回答形式】 
1．実現しており改善は不要 
2．出来れば改善が必要 
3．ぜひ改善が必要 
4．この職場とは関係がない 

MIRROR 全項目の

調査結果一覧表示 

ランキング 

フィードバック
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 MIRROR 全項目の結果一覧 
MIRROR の全 45 項目の実現率と要望率を列挙。 
ランキング外（Top10 圏外）の改善要望から，優先的

に取り組む必要のある改善要望の有無を確認する。 
 

 前回調査との比較 （継続使用の場合のみ） 
MIRROR の全 45 項目の実現率と要望率について，

前回調査の結果を併記することで，職場改善の対策

の進捗状況を確認する。 
 
 
1-3）職業性ストレス簡易調査票（BJSQ） 
（Brief Job Stress Questionnaire: BJSQ） 

MIRROR と併用することで，現状把握を補強する

とともに，職場改善の取り組みによる職業性ストレス

の軽減効果を評価するための指標として使用する。 
“仕事のストレス判定図”により，職場改善のため

の取り組みを優先的に推進・支援する必要性のある

ハイリスク職場を同定するためにも使用される。 
 
 
2．職場改善のプロセス （Fig.2）  
 
 MIRROR を用いた職場改善のプロセスは，6 つの

ステップに大別される。MIRROR は，現状把握と  

対策内容の検討を中心として，対策の効果評価にも

活用され，その都度の実情に応じた改善目標の再

設定と対策の推進を促し，職場改善のための PDCA
サイクルを活性化する。 
 
Step 1. 合意形成 

職場改善のための取り組みの意思確認と合意 

形成，担当者の設定等，計画を遂行する体制を整備

する。 
 

Step 2. 目標設定 
対策の計画期間に応じた目標を設定し，調査時期

や結果報告時期，実際の職場改善のための対策の

開始時期等、具体的な実施計画を策定する。 
 

Step 3. 調査実施 
BJSQ 等，既存のストレス評価に加え，MIRROR

を用いて，各職場の現状と要望を把握する。 
ストレス評価により，ハイリスク職場を発見し，

MIRROR により，各職場で改善が望まれる問題点を

確認する。 

Step 4. 職場討議 
管理監督者に MIRAGe（MIRROR の調査結果）

をフィードバックし，自部署での目標と具体的な対策

を検討する。MIRAGe の“改善要望ランキング”等を

参考に，各職場の実情に応じた，取り組みの優先 

順位を決定する。 
ここでは，管理監督者や職場改善の担当者だけで

なく，職場メンバーによるグループ・ディスカッション

等，職場メンバーの積極的な参加を推奨している。 
 

Step 5. 取り組み 
 Step 4 で検討した取り組みを各職場で実行する。 

産業保健スタッフは進捗状況等をフォローし，必要

となる情報の提供や事業場内外の資源との連携の

補助といった活動の支援と推進を図る。 
 

Step 6. 効果評価 
 計画期間満了時点で対策の進捗を評価し，再調査

を実施する。対策の効果を職業性ストレス，職場  

改善に関する要望（MIRROR）の 2 点から評価する

とともに，新たな目標と対策な必要性を検討する。 
 

 
Fig.2：MIRROR の活用による職場改善のプロセス 
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＜問い合わせ＞ 
産業医科大学 産業生態科学研究所 精神保健学研究室

〒807-8755 福岡県北九州市八幡西区医生ヶ丘 1-1 

（TEL） 093-691-7475 / （FAX） 093-692-5419 

（e-mail） kmafune@med.uoeh-u.ac.jp 



メンタルヘルス改善意識調査票 [MIRROR]

研究・開発 ＳＥ 製造 営業・販売 企画 その他（　　　　　）[職種]

管理職 一般社員 その他（　　　　　）[職位]

あなたについて、該当するものを各項目１つずつチェック( ﾚ )して下さい。

男 女[性別]

この調査票には、職場において望ましいと考えられる状態が述べられています。

あなたの職場について、(1)すでに実現しており改善は不要、(2)できれば改善が必要

(3)ぜひ改善が必要、(4)職場とは関係がない項目である、の中から、

最も近いものを１つ選び、○印を付けて下さい。

[所属部署] (　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

職場メンバー用汎用版
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[年齢] (        )歳

組織運営・教育

人の配置や仕事量の割り当てが適切に行われ、特定の人に負荷が偏らない。1 1 2 3 41 2 3 4

仕事の指示をする人が明確になっており、誰に従うか迷うことはない。2 1 2 3 41 2 3 4

それぞれの技能に見合った難易度の仕事が割り当てられている。3 1 2 3 41 2 3 4

業務分担の内容は明確化されている。4 1 2 3 41 2 3 4

他のグループとの連携・協力はうまくいっている。5 1 2 3 41 2 3 4

配置転換・グループ換えは適切に行われている。6 1 2 3 41 2 3 4

仕事の方針はみんなの納得のいくやり方で決められている。7 1 2 3 41 2 3 4

職場では、だれでも自由に意見や考えを述べることができる。8 1 2 3 41 2 3 4

顧客からの意見が製品開発やシステム作りに反映されている。9 1 2 3 41 2 3 4

仕事の目標、作業の見通しや位置づけの情報がきちんと伝えられている。10 1 2 3 41 2 3 4

進捗状況・達成度について上司と定期的に話し合う場が設定されている。11 1 2 3 41 2 3 4

ミーティングの回数や内容が適切で、情報や問題が共有できている。12 1 2 3 41 2 3 4

能力や経験に見合った訓練や能力開発のための研修が行われている。13 1 2 3 41 2 3 4

上司が部下の訓練や研修の機会を積極的に与えている。14 1 2 3 41 2 3 4

作業・業務の改善

本来の業務を圧迫するほどの余分な仕事はない。15 1 2 3 41 2 3 4

生産や注文などの入力作業による負荷は多すぎない。16 1 2 3 41 2 3 4

資料や報告書の作成は必要最小限になるように配慮されている。17 1 2 3 41 2 3 4

出張業務時の連絡・支援のためのシステムが整備されている。18 1 2 3 41 2 3 4

仕事の大きな負荷が長期化する場合の補充・支援は速やかに行われている。19 1 2 3 41 2 3 4

顧客や関連業者とのトラブル発生時の相談・支援体制はできている。20 1 2 3 41 2 3 4

対人関係

職場の中で、勝手にふるまう者はいない。21 1 2 3 41 2 3 4

職場の中で、取り残されたり孤立したりする者はいない。22 1 2 3 41 2 3 4

職場環境

職場の分煙は適切に行われている。23 1 2 3 41 2 3 4

作業環境調整(空調・照明など)に、作業者の希望が反映されている。24 1 2 3 41 2 3 4

自分の業務に必要な作業空間は十分に確保されている。25 1 2 3 41 2 3 4

→裏面に続きます
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勤務時間・休息

残業や休日出勤が多くなりすぎないよう配慮されている。26 1 2 3 41 2 3 4

休憩時間中は確実に休める。27 1 2 3 41 2 3 4

休憩中の電話や来客対応は、特定の人に偏っていない。28 1 2 3 41 2 3 4

仕事の区切りがついたら他の人に気がねせずに帰れる。29 1 2 3 41 2 3 4

「ノー残業デー」が設定され、活用されている。30 1 2 3 41 2 3 4

年休はとりやすい。31 1 2 3 41 2 3 4

時間が不規則な勤務でも、健康面に配慮した勤務体系になっている。32 1 2 3 41 2 3 4

休日出勤はないか、あっても連日にはならない。33 1 2 3 41 2 3 4

休日出勤の後には代休をとりやすい。34 1 2 3 41 2 3 4

混雑する時間・経路を避けて通勤できる。35 1 2 3 41 2 3 4

裁量・権限

現場の担当者には、円滑に仕事を進めるために十分な権限がある。36 1 2 3 41 2 3 4

その日の業務量を、自らの裁量で調節できる。37 1 2 3 41 2 3 4

技能活用・やりがい

職場では、各人の能力や工夫を生かすことができる。38 1 2 3 41 2 3 4

上司の支援

上司が忙しすぎないので、部下からの相談を受ける余裕がある。39 1 2 3 41 2 3 4

上司は部下からの報告・相談を受け、適切な業務調整を行っている。40 1 2 3 41 2 3 4

上司が多忙な職場では、代理を務める者が設定されている。41 1 2 3 41 2 3 4

上司はみんなの仕事が円滑に運ぶよう取りはからっている。42 1 2 3 41 2 3 4

上司と部下の定期的な面接の際、部下の心身の健康状態を確認している。43 1 2 3 41 2 3 4

上司から部下へは、何事についてもきちんとした説明がなされている。44 1 2 3 41 2 3 4

同僚の支援

同じ職場のメンバー同士で、互いに協力できている。45 1 2 3 41 2 3 4

上記以外に改善が必要と思われる項目がありましたら、記入して下さい。

記入の漏れやミスを今一度ご確認のうえご提出下さい。ご協力ありがとうございました。
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